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ほ
か
に
映
画

，
演
劇
界
で
は
、
東
‐―央
時
代
劇

・
仁
侠
映
画
の
職
人
監
唇
佐
伯
清

（
一
九

一

）
、
そ
の
東
‐―りｔ
時
代
劇
黄
金
期
の
看
板

ス
，
―
だ

っ
た
大
友
柳
太
期

（
一
九

一
二
ゝ
八
、五
／

型
″
石
ＩＩＩ
波

郷

［
一
九

一
三
～
六
′Ｌ
］
に
俳
例
を
教
え
た
の
は
同
級
生
だ

っ
た
大
友
で
あ
ろ
）
、
た

ド
ラ
マ

『
太
陽
に
は
え
ろ
―
』
の

″
ヤ

マ
さ

ん
″
こ
と
俳
優
の
露
口
茂

（
一
九
二
三

ゝ
／
受
妊
た
）

界
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
武
内
陶
子
■

九
六
五
～
／
神
戸
女
学
院
大
）
、
フ
‐―
―
ア
十
■

■

１１１
岡
〓
子^

（
一
九
六
四
～
／
宝
塚
キ
楽
学
校
―
学
習
院
大
）
も
同
校
の
出
身
だ
っ

さ
て
、
松
山
束
の
伝
統
と
い
え
ば
、
国
技
を
モ
デ
ル
に
し
た
映
画
や
ド
ラ

マ
の
々
イ
ト
ル
に
ｔ
なヽ

っ
た

「
が
ん
ば

っ
て
‐′、
き
ま

っ
し
ょ
い
」

‐，ｒ，
か
け
声
‘
大
学
式
な
ど
で
生
徒
会
長
が
挨
拶
を
す
る
際
　
二
れ
―‐ｔ
最

後
に
叫
ば
れ
る
ぅ
す
る
と
、
残
り
の
Ｉ
徒
が

「
し
ょ
い
―
」
と
唱
和
す
る
ぅ
同
伎
は
ま
た
、
ポ
ー
ト
部
の
活

動
で
知
ら
れ
、
一」
に
は
生
徒
全
員
が
海
に
行

「
て
し
―
ス
を
行
う
。

【
回
田
田
四
田
剛
田
Ⅲ
回
田
Ｍ
口
回
】
（ム
フ
ス
‐ｌｌ
巾
′
／
一
―‐■
り
一
一年
創
上̈ュ
／
西
だ
宋
ｒｌ‥‐
∴
子
〈
７
治
分
”
い
１
人
Ｗ
治
中
一
Ｉ

校
章
は
、
晋

の
中
胤
が
蛍
を
集
め
て
そ

の
光

で
詳
を
読

み
　
孫
康
が
雪
を
積
ん
だ
そ

の
明
か
り
‘

だ
と

い
う
故
事
‐―
―
す
な
わ
ち
、
事
業
式

で
歌
わ
れ
る

『
蛍

の
光
』
を
図
案
化
し
た
も

の
で
あ
た

は
歌

の

一
節

一
蛍
雪
行
く
手
を
照
ら
す

か
な
」
と
は

こ
の
佼
章
か
ら

の
引
用
だ
っ

同
校
が
生
ん
だ
著
名
人
の
最
右
翼
は
、
建
築
界
の
ド
ン
こ
と
丹
下
健
三

（
一
九

一
三
～
二
０

‐ＩＥ
■
／
１１‐
制

広
島
高
校

［現

．
広
島
大
学
］
―
東
京
帝
大
学
建
築
科
―
同
大
学
院
）
だ
ろ
う
。
広
島
平
千‐‐
公
田
ゃ
代
々
木

体
育
館
、
新
旧
の
東
京
都
庁
舎
、
新
宿
パ
ー
ク
タ
ヮ
ー
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
本
社
ビ

ル
な
ど
を
手
が
け
ろ

一
方
で
、

黒
川
紀
章
や
磯
崎
新
な
ど
の
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い
だ
。

今
治
西
の
野
球
部
は
全
国
レ
ベ
ル
の
強
豪
で
、
春
ニ
ロ

，
夏
三
回
準
決
勝
進
出
の
実
績
を
上
げ
て
ぃ
る
．

ヤ
ク
ル
ト
ス
ヮ
ロ
ー
ズ
の
左
の
ェ
ー
ス
麟
丼
秀
悟

（
一
九
七
七
～
／
早
大
）
は
　
同
校
三
年
次
，■
ェ
ー
ス
ｌｉｔ

四
番
と
し
て
春
の
甲
子
園
に
出
場
、
ベ
ス
ト
４
進
出
を
果
た
し
、
「
伊
予
の
性
腕
」
と
し
て
ス
ヵ
ゥ
ト
た
ち

ぞ
唸
ら
せ
た
´

瀬
戸
内
海
の
真
ん
中
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
に
育
ち
、
同
瞳
に
通
う
た
め
に

高
校
時
代
か
ら
下
宿
し
た
と
ぃ
う
の
が
、　
フ
ジ
テ
レ
ビ
ァ
ナ
ウ

ン
サ
ー
．長
野

業

（
一
九
八

一
～
／
早
六

・
一
文
）
だ
。
同
僕
は
、
ほ
か
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ァ
ナ
ウ

ン
サ
ー
武
方
直
己

（
一
九
六
三
～
／
中
央
大

・
経
済
）
も
輩
出
し
て
ぃ
る
。

生
涯
に

一
二
九
本
も
の
映
画
を
撮
り
、

ぃ
ず
れ
も
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高

い
作

品
に
仕
上
げ
て
ぃ
る
の
が
、
映
画
監
督
森

一
午

（
一
九

一
一
～
八
九
／
松
山

高
校

［現

．
愛
媛
大
学
］
―
京
都
帝
国
大
学
美
学
科
）
ぅ
特
に

一
九
ｌｉ
●
年
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代
終
わ
り
か
ら
な
ら
・年
代

に

な
ど

の
傑
作

を
連
発
、
死
後

け
て
い
る
。

―――‥
界
的
な
ジ

ャ
ズ
ト
ラ

ン
ベ
ッ
タ
ー
近
藤
等
――――

（
一
九

四
八
ヽ
／
京
大

・
Ｉ
Ｉ
京
大

生
ん
だ
異
色

の
存
在
だ
。
金
儲
け
十
卜
主
義

力
東
京

に
嫌
気
が
さ
し
、
現
在
は
ア
ム
ス

・５
い
て
活
動

し
て

い
る
。

同
校
の
合
格
実
績
は
、
東
大
〓
．名
、
京
た
●
名
、
阪
大
九
名
、
九
大

一
‘―‐
名
、
愛
妊
大
三
七
Ｌ

名
、
■
人
四
名
ヒ
素
晴
ら
し
い
激
■
を
挙
げ
て
い
る
っ

轟

知

「
仰
ぐ
は
高
き
時
計
台
　
ケ
遠
の
時
ｉ
刻
み
ら
つ
一
ヒ
校
歌
で
も
歌
わ
れ
る
、
県
立
高
知
逮
千
油
高
等
学
校

（高
知
市

／
　
′‐、Ｌ

へ
年
制
立
／
１，‐
ｔ
庁
内
陶
治
Ｉ
含
変
則
中
学
―
県
―――ｌｉ
範
学
校
附
属
変
川
中
学
―
高
１‥――
中
学

―
第

一
中
学
―
高
１‥――
城
東
中
学
―
高
加
新
制
高
性

―
追
千
前
高
校
）
の
――ｌｒ

ｌｉｌ
台
は
同
旋
の

／
，
ボ

■
　
　
，Ｌ

ｉ

一
年
、
西
洋
性
■
に
日
本
の
城
郭
風
の
ギ
゛
七
＝
せ
た
市
冠
株
式
で
弾
吾
一さ
れ
　
一［口
即
た
十
二
　
一∵
」
，く

地
震
の
――ギー
も
壇
れ
ず
に
現
在
し
て
い
る
。
１
き
こ
い
祭
リ
メ
イ
ン
会
場
の
出
一手
筋
瓶
万

に
あ
り
、
数
十
前
に

高
ターーー
を
訪
れ
た
と
き
、
私
も
仰
ぎ
見
た
こ
と
が
ぁ
る
´

合
格
実
績

の
面
で
は
、
県
内

の
有
力
私
立
高
校
に
押
さ
れ
気
味
だ
が
、
同
校
は
、
物
理
学
汁
キ
闘
寅
彦

（
一
八
七
八
～

一
九
二
―ｌｉ
／
五
高

［現

・
熊
■
大
学
］
―
東
京
帝
大

。
物
理
学
科
）
ゃ

″
ラ
ｆ
十

１
■
Ⅲ
″

二
と
浜
――
雄
幸

（
一
八
ｔ
Ｏ
ゝ

一
九
二

一
／
東
京
帝
大

・
法
科
―
大
蔵
省
）
な
ど
、
歴
史
に
共
ル
■
Ｌ
で
名

を
成
し
た
ノ
、
を
輩
出
し
て
い
る
。

寅
彦
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
物
理
学
計
で
、
Ｘ
線
に
一
り
結
品
構
造
を
解
析
す
る

（ラ
ウ

ェ
斑
点
）
と
し
ぅ

世
界
的
に
み
て
も
先
駆
的
な
研
究
を
行

っ
て
い
る

（金
平
糖
の
角
の
研
究
は
有
名
）
ぅ
そ
の

一
方
て
　
五
高

時
代
に
漱
石
に
学
ん
だ
、
円
下
で
も
最
も
傑
出
し
た
文
人
の
ひ
と
り
だ
。

「
い
わ
ゆ
る
頭
の
い
い
人
は
　
一言
わ
は
足
の
早

ぃ
権
―
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
よ
り
先
に
人
の
ま
た
行

か
な
い

所

へ
行
き
着
く
こ
と
も
で
き
る
代
わ
い
に
、
辻
中

‐ノ＞
道
は

た
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ゎ
き
請
一に
あ
る
肝
心
な
も
の

を
見
落
と
す
恐
れ
が
あ
る
」
易
科
学
者
と
あ
た
玉
む

レ
一、

い
わ
ば
学
歴
至
上
主
義
に
情
鈍
を
鳴
ら
す
名
言
も
残
し
て

い
る
。

11, 71iにゴたII'ltり 、‖‖,

電::墓墨

iケ 1■ 千前高 1贅

口
一
一
　

ロ

刀ゝ
li l十
f卜  |
り、

‐1:|ll

手産|

`蘇
ギF業
情:リ

∫1
1]
ス .シ

『
下
加
■
Ｌ
伎
』

（
ク
ト
さ

‐１し
う
う

1性 |`J

i ll
→ ′,´


